
様式第８号（第１１条関係） 

 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書 

 

令和 ８年 ３月 ３１日 

 

（あて先）松本市長 

 

（申請者）    寿台地区町会連合会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

①  本年度の交付金事業の報告 

①  事業名： 寿台桜寿祭・夏祭り事業 

実 施 主 体  寿台地区町会連合会 

実施日（期間）  令和７年４月１１（金）～1３（日）・８月２日（土）、３日（日） 

実 施 場 所  寿台地区福祉ひろば、寿台ふれあいセンター、寿台エコプラザ、寿台体育館 

事 業 概 要 

１ 桜寿祭 

  地区内の桜のポイントを回るウォークスタンプラリー、お花見会食会、ワクワク子ど

も広場などを実施。 

２ 夏祭り 

  前夜の宵祭りの夜店やこども神輿づくりなど、地元の中学生が自主的に参加し、 

  地区役員を中心に本祭りの水神輿で地区内を練り歩き地域を盛上げた。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 地区住民の親睦を深め、行事への参加で地域の健康増進につながる。 

 多世代交流により、地区への愛着心の向上や地域の活性化につながる。 

課 題  より多くの住民が参加できるイベントを考えていく必要がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

244,980円 145,098円 99,207円 675円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

②  事業名： 次世代候補生育成事業 

実 施 主 体  寿台地区町会連合会 

実施日（期間）  年間 

実 施 場 所  寿台ふれあいセンター等 

事 業 概 要 

 地域行事への参加などを通じて、子供たちに多様な学びの場を提供する。 

 地域活動を学ぶ機会を設け、地域社会への愛着を育む。 

 

Ｉ 金 ５５０，０００円 



地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 行事の企画・運営の機会を設けることで、現在の高齢者中心の運営から、次世代へ

の移行を図り、事業及び地域が活性化する。 

 

課 題  現役世代のため、事前の打ち合わせや準備が課題 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

100,000円 100,000円 円 円 

 

③  事業名： こどもの居場所づくり事業 

実 施 主 体  寿台地区町会連合会 

実施日（期間）  年間 

実 施 場 所  寿台エコプラザ（旧寿台児童館） 

事 業 概 要 

 小中学校の長期休業時等のこどもの居場所と学習支援について、地区ボランティ

ア等と協力して実施するもの 

 併せて、エコになるリユースなどの活動を実施 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 学校の長期休業にあわせたボランティア確保ができた。 

こどもの居場所をつくるとともに、高齢者等との世代間交流を図ることができた。 

課 題  不定期のため参加者が集まりづらく、今後は定期的に実施する予定。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

230,000円 230,000円 円 円 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

   574,980円    475,098円  99,207円    675円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

事業名： 寿台地区創立60周年記念事業 

積 立 目 的  寿台地区創立60周年記念事業実施のため 

積 立 期 間  令和６年度から 令和14年度まで （本年度2年目） 

積立ての 
目標金額 

450,000円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 50,000円 ０円 50,000円 

２年目 円 円 円 

３年目 円 円 円 

４年目 円 円 円 

５年目 円 円 円 



本年度の積立実績 Ｄ     50,000円 Ｅ          ０円 Ｆ     50,000円 

合 計 額 １０0,000円   

本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体  

 実施日（期間）  

 実 施 場 所  

 事 業 概 要 

 

 

 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

 

 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

   

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（  年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 

Ｅ ： 充当した積立金の額 

Ｇ ： その他の財源の額 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金24,902円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 


